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野上　ɹ高ߍまで和Վࢁで過ごし、その後進ֶで
和Վࢁを離れました。2022年に6ターンするまで
長く東京の不動産フΝンドにۈめていました。6タ
ーン後、࢓事とझ味の海外旅行で得た知見を活かし
たかったのと実ӹを݉ねて民泊を࢝めたところ、何
もないところとࢥわれていた和Վࢁの空き家が多い
住宅街にも海外から観光客が来て、コミュニケーシ
ョンを取り地域とつながっていけるということを実
感できました。

現在は「)"#J （ハビ）」というブランドで宿泊施
設をシリーズ化し、空き家活用を࢝めています。ଞ
にも、不動産コンサルの知ࣝを活かしてに͗わい૑
出も݉ねた事業をల開しています。

松尾　ɹ生まれてからͣっと大ࡕで฻らしていま

す。෕の代から不動産業を営んでおり、設ཱから
35年目です。私は30代で実家の࢓事にबき、約
13年になります。主に賃貸物件の管理や売買஥介
をメインにしていますが、今後30年を考えたとき、
地域の中で存在価値のある会社にとࢥい、少ࢠ高齢
化時代のニーズに対応できる不動産会社を目指して
きました。その過程で高齢者・外国人向けシェアハ
ウスを運営したりしています。

空き家となった築�0年ほどの木造２֊建てアύ
ートをリϊベーションして࡞ったシェアハウスは、
地元大ֶとڞ同で取り組み、国土交通লの「住まい
環ڥ整備モデル事業」にも採択されました。現在は、
不動産コンサルティング協会に所ଐして空き家対ࡦ
にも取り組んでいます。

木村　ɹઋ台生まれで高ߍまで地元でҭちました。
東京の大ֶに進み、そのまま東京の不動産会社にब
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職しました。そこはオフィスビルを所有するオーナ
ー企業で、お台場での商業施設開発プロジェクトや、
品઒Ӻ東口の再開発でのオフィスビルなど、複合施
設のテナント付けを中心に行い、29ࡀでୀ職しま
した。

その後、１人で海外を半年ほど回った後、ނ郷の
ઋ台に戻り、住宅ܥが強い地元の不動産会社に入り
ました。東京では商業施設中心の業務でしたが、そ
の会社で住宅のこともֶびました。2009年に、෕
਌が૑業した今の会社に入り、９年前に෕の後を継
いで代表になりました。当社は事業用不動産をѻう
ことが多く、事業用借地権での出店ࢧԉやප院・෱
。施設などの用地紹介がメインですࢱ

ੲからのސ客である地主からの相ஊに応じてΧウ

ンセリングをすることが多く、不動産に関する相ஊ
には何でも対応し、෯広く物件・Ҋ件をѻえるよう
になりたいとࢥい、不動産コンサルティングをはじ
め༷々な資֨のษ強をしながら今にࢸっています。

田中　ɹ大ֶଔ業後、大手不動産会社で10年間
஥介をやっていました。自分で不動産を買って資産
価値を上げて運用したいとࢥいಠཱしましたが、最
初の࢓事がಢ木県ಹਢの売れない土地の相ஊでした。

「売れないなんてあり得ない」とࢥって売りに出し
たところ、200万円から࢝めても全然売れません。
最ऴ的に売れましたが、価֨はわͣか̑万円でした。

売主がおྱとしてڊๆをくれて、それが「手数ྉ
より高い」とࢥい、そのエϐιードをインターネッ
トで流すと大きな൓響がありました。「困っている
人がたくさんいるなら୭かがやらないといけない」
とࢥい、それがきっかけで売٫困೉な物件を取りѻ
う今の事業を࢝めました。

売れない物件を売る力や、売れないところに相場
を࡞るのが面നいとࢥい、今では目ඪを「全国制೼」
とܝげて取引を日本中に広げることにしています。
売٫困೉物件を全国41౎ಓ府県で、契約につなげ
ました。このほか、民泊など空き家活用も行ってい
ます。

１� ϒϥϯディϯά΁ಠࣗੑൃش

ాதࢯʕʕෲを͘͘りརଞのਫ਼ਆで

Q ϒϥϯσΟϯάͰ৺ֻ͚͍ͯΔ͜ͱɺ不動産
ʹབྷΜͩԿ͔Λಘҙ෼໺ʹ͢ΔͨΊʹऔΓ૊
ΜͰ͍Δ͜ͱʹ͍͍ͭͯͩͯ͑͘͞ڭɻ

田中　ɹ私の場合は「不動産ʷ交流」だとࢥいま
す。ࢁས県೜野ଜで旅館業をし、Ӌ田空ߓのある東
京౎大田۠で特۠民泊（売ࡁ٫み）、さいたま市で

住宅宿泊事業法に基づいた通常民泊をやってきまし
た。宿泊業をやると交流が生まれますし、ਗ਼૟など
付ਵする࢓事も生まれます。

また、ԣ඿市ਆಸ઒۠では空き家をD*:してࢠど
も食ಊを運営しており、そこでࢠどもたちと਌、地
域の方々との交流が生まれています。空き家活用と
いう観఺からこういった活動をすると広がりが出て
きます。全国で取引していると、例えばࣛࣇ島の೶
家の方がࢠどもたちにサπϚイモをد付してくれた

出席ऀؒͰの࣭໰ʹՖが࡙͍た
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り、ܗࢁの೶家はサクランϘをد付してくれたりと、
交流から助けられることもあります。

Q 売却ࠔ೉物件ʹ͍ͭͯɺͲのΑ͏ʹ物件Λݟ
 Ί͍ͯ·͔͢ɻۃ

田中　ɹ「ビジネスになるか」という視఺だと、
普通に値ஈの付く「売れる」物件ばかりになってし
まいます。私の場合は、ଞの不動産会社では売れな
くて困っている不動産所有者の方をࡁٹする方法と
して関わっています。「ただでもいいから手์した
い」けど「手์せない」というジレンϚを๊えてい
る方に対応しています。

売主には交通費をෛ担してもらい、買主からも஥
介手数ྉの最௿ྉ金である33万円をいただくよう
にしていますが、実際に動いている時間を考えると
報ुは割に合いません。そこはある程度ෲをくくっ
て「（続けていれば）いつか良いことがある」とい
う利ଞのਫ਼ਆでやっています。実際、10件のうち
２〜３件は数年後に「相続が発生しました」とのこ
とで、良いཱ地の土地を売ってほしいと言われるこ
ともありました。また、こういった活動をしている
ことで、会社が認知されるというメリットもあります。

Q 物件Ұͭͻͱͭのத਎Ͱ͸ͳ͘ɺকདྷੑ΍売
ओͱのަྲྀɺࣗࣾの৴པ౓の্޲ͳͲ΋ؚΊ
ͯ൑அ͞Ε͍ͯΔのͰ͢Ͷɻ

田中　ɹはい。例えば29社に断られた、੩Ԭ県
東ҏ౾町の温泉付き別૳のҊ件がありました。１円
で買えても150万円の温泉権利ྉがかかり、使って
いなくても毎月３万5,000円がかかるという物件で
した。「ޚ社でもѻえないということでしたら、ޚ
社が30社目になりますよ」と言われた時に、「30
社目にはなりません。必ͣ売٫します」と引き受け、
ԕ方の１円物件にもかかわらͣ現地ൢ売会を15回
ほど行い売り切りました。

໦ଜࢯʕʕฉ͘ྗとわかり΍͘͢఻͑るྗ

Q ໦ଜ͞Μ͸不動産ίϯαϧςΟϯάのͨΊの
஌ࣝΛ͛޿Δ͜ͱʹ஫ྗ͞Ε͍ͯΔͦ͏Ͱ͢
Ͷɻ

木村　ɹ私が日ࠒ心がけているのは、不動産に関
することをސ客から相ஊされたら、ઈ対に自分で౴
えられるようにするということです。なるべく෯広
い分野で対応できるようにしています。

自分では特に意ࣝしていないのですが、ސ客に説
明した後に「非常にわかりやすい」と言われること
が多いです。ۜ行や弁ޢ士から同じ内༰の説明を受
けても、専໳用語が多くて理解しづらいようですが、
私は相手の話を聞きながらۃ力わかりやすく説明す
ることを心がけています。それが結Ռ的に強みにな
っているとࢥいます。

また、ઋ台で30年以上続いている異業छ交流会
にࢀ加し、༷々な分野の方との交流から知ࣝやݧܦ
の෯を広げるようにしています。地域密ணの一環で
もありますね。

Q ฉ͘ྗͱΘ͔Γ΍͘͢఻͑Δྗ͕ڧΈͳのͰ
͢ͶɻώΞϦϯάのࡍʹಛʹؾΛ͚͍ͭͯΔ
͜ͱ͸͋Γ·͔͢ɻ

木村　ɹઌ入観を持たͣに話を聞くということを
心がけています。専໳家は自分がਖ਼しいとࢥって࢓
事をしがちですが、必ͣしもそうではないとࢥいま
す。相手の話によって初めて気づくこともあります
し、自分のݧܦはたかが知れているので、聞いた話
から自分もステップアップしていくという気持ちで
対応しないと、಄ଧちになってしまうとࢥいます。

দඌࢯʕʕ՝୊ղܾのアΠデアとاըྗ

Q シΣΞϋ΢εの։ൃʹ͍ͭͯɺদඌ͞Μ͸
ຯ͕͋ڵʹ͍·のॅ͚޲ਓࠃ֎΍ऀྸߴʑݩ
ͬͨのͰ͔͢ɻ

松尾　ɹ最初からそういうことがしたかったわけ
ではなく、空き家になった古い木造アύートをどう
活用するかというアイデアの一つでした。当社が管
理している賃貸ワンルームϚンションでは、認知঱
の方のトラブルや高齢者のݽಠࢮといったケースも
ありました。外国人も多く住んでおり対応していま
すが、一ൠ的には高齢者も外国人も住むところが見
つけにくいという課題があります。それはワンルー
ムϚンションという۠切られた空間で生活するから
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